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「どのように人生を建てるか。」 Ⅰコリント 3 章 8～17 節   
 

２
８
日
に
熊
本
で
再
び
大
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
起
き
た
地
震
の

跡
を
見
に
、
２
０
２
０
年
に
夫
婦
で
熊
本
を
巡
り
ま
し
た
が
、
石
垣
の
崩
れ
具
合
や

そ
の
他
の
崩
壊
は
凄
い
も
の
で
し
た
。
復
旧
の
た
め
に
、
壊
れ
た
個
所
に
番
号
を
振

っ
て
並
べ
て
あ
る
の
で
、
熊
本
城
を
愛
す
る
思
い
を
感
じ
た
も
の
で
す
。 

 
前
回
は
直
接
死
５
０
人
、
関
連
死
２
２
８
人
で
、
今
回
は
直
接
死
３
６
人
で
避
難

所
や
救
援
の
対
策
は
全
く
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
驚
く
べ
き
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
で
は
一
度
避
難
し
た
従
業
員
が
荷
物
を
取
り
に
戻
っ
て
被
災
し
た
こ
と

で
す
。
危
機
意
識
が
な
く
、
被
災
し
て
も
、
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う

「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
が
強
い
の
が
、
現
代
日
本
人
の
特
徴
で
す
。
危
機
的
状
況
に

あ
っ
て
も
、
周
囲
の
人
に
合
わ
せ
る
「
同
調
性
バ
イ
ア
ス
」
も
多
い
様
で
す
。「
バ
イ

ア
ス
」
と
は
、
「
先
入
観
」
、「
偏
向
」、「
思
い
込
み
」
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

日
本
人
は
、
指
導
力
や
危
機
対
応
力
の
あ
る
人
が
少
な
く
、
災
害
が
起
こ
っ
た

り
、
思
わ
ぬ
出
来
事
が
起
こ
る
と
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
途
方
に
く
れ
る
よ

う
で
す
。
人
生
設
計
や
人
格
形
成
に
必
要
な
も
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う

か
。 

⓵ 

ど
の
よ
う
な
人
生
を
築
く
か
考
え
実
行
す
る
こ
と
で
す
。 

 

「
わ
た
し
の
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
行
う
者
は
み
な
、
岩
の
上
に

自
分
の
家
を
建
て
た
賢
い
人
に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雨
が
降
っ
て
洪
水
が

押
し
寄
せ
、
風
が
吹
い
て
そ
の
家
を
襲
っ
て
も
、
家
は
倒
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
岩
の

上
に
土
台
が
据
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。」
（
マ
タ
イ
７
・24

.25

）。
説
教
を
聞
い

て
も
、
聖
書
を
読
ん
で
も
、
生
活
や
考
え
方
に
取
り
入
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。
た

だ
、
聞
い
て
い
る
だ
け
で
行
わ
な
い
と
、
災
害
の
時
に
は
人
生
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。 

② 

物
事
を
注
意
深
く
受
け
留
め
、
慎
重
に
行
動
す
る
。 

「
聞
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
は
、
自
分
が
量
る
そ
の
秤

で
自
分
に
も
量
り
与
え
ら
れ
、
そ
の
上
に
増
し
加
え
ら
れ
ま
す
。
持
っ
て
い
る
人
は

さ
ら
に
与
え
ら
れ
、
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
持
っ
て
い
る
も
の
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。」（
マ
ル
コ
４
・24.2

5

）。
神
の
こ
と
ば
を
真
摯
に
受
け
入

れ
、
そ
こ
に
価
値
を
置
く
人
は
祝
福
さ
れ
ま
す
。
物
事
を
お
ざ
な
り
に
受
け
留
め
る

人
は
、
自
分
も
ま
た
お
ざ
な
り
に
扱
わ
れ
ま
す
。 

③ 

信
じ
た
と
お
り
に
行
動
す
る
。 

 

「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
神
を
信
じ
た
。
そ
れ
で
、
そ
れ
が
彼
の
義
と
認
め
ら
れ
た
。」

（
ロ
ー
マ
４
・3

）「
行
き
な
さ
い
。
あ
な
た
の
信
じ
た
と
お
り
に
な
る
よ
う
に
。」

（
マ
タ
イ
８
・13

）。
情
報
、
知
識
、
理
屈
で
判
断
し
行
動
す
る
人
が
い
ま
す
。
私

は
、
祈

、
考
え
、
人

話
し
、
そ
し
て
、
信
仰
の
道
を
選
び

す
。
打
算
で
生

 

④ 

生
き
方
を
深
く
考
え
た
人
で
す
。 

 

「
そ
の
人
は
、
地
面
を
深
く
掘
り
下
げ
、
岩
の
上
に
土
台
を
据
え
て
、
家
を
建
て
た

人
に
似
て
い
ま
す
。
洪
水
に
な
り
、
川
の
水
が
そ
の
家
に
押
し
寄
せ
て
も
、
し
っ
か
り

建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
、
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。」（
ル
カ
６
・48

）。
あ
ま
り

考
え
な
い
で
生
き
て
い
る
人
は
、
試
練
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
地
面

を
深
く
掘
り
下
げ
、
岩
の
上
に
土
台
を
据
え
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
為
す
べ
き
こ

と
、
生
き
方
を
深
く
考
え
る
の
で
す
。
私
自
身
は
、
災
害
対
策
で
長
柄
を
買
い
、
今
も

開
拓
し
て
い
ま
す
。
水
は1.6

ト
ン
備
え
て
い
ま
す
。 

⑤ 

代
価
と
犠
牲
を
計
算
し
、
用
意
す
る
こ
と
で
す
。 

 

「
自
分
の
十
字
架
を
負
っ
て
わ
た
し
に
つ
い
て
来
な
い
者
は
、
わ
た
し
の
弟
子
に
な

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
、
塔
を
建
て
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま

ず
座
っ
て
、
完
成
さ
せ
る
の
に
十
分
な
金
が
あ
る
か
ど
う
か
、
費
用
を
計
算
し
な
い
人

が
い
る
で
し
ょ
う
か
。」（
ル
カ
１
４
・27.2

8

）。 

 

神
の
国
に
入
る
こ
と
に
「
同
調
性
バ
イ
ア
ス
」
の
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
真
剣
に
信
仰
を
守
ら
ず
、
犠
牲
を
払
わ
な
い
で

生
き
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
そ
れ
で
も
神
の
国
に
入
れ
る
と
「
誤
解
」
し
て
い
る
の

で
す
。 

⑥ 

一
生
懸
命
働
い
て
も
、
主
の
祝
福
を
求
め
な
け
れ
ば
無
益
で
す
。 

「
人
を
富
ま
せ
る
の
は
主
の
祝
福
。
人
の
苦
労
は
何
も
増
し
加
え
な
い
。」
（
箴
言
１

０
・22

）。
人
生
の
目
的
の
な
い
勤
勉
や
努
力
は
自
己
満
足
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い
。

神
が
お
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
神
の
御
旨
に
従
う
こ
と
が
大
事
で
す
。 

⑦ 

神
の
愛
の
中
に
生
き
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

「
私
た
ち
が
互
い
に
愛
し
合
う
な
ら
、
神
は
私
た
ち
の
う
ち
に
と
ど
ま
り
、
神
の
愛

が
私
た
ち
の
う
ち
に
全
う
さ
れ
る
の
で
す
。」
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
４
・12

）。 

  

松
浦
ゆ
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
チ
ラ
シ
を
３
千
枚
配

り
、
多
く
の
案
内
を
し
て
も
、
殆
ど
人
は
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
を
生
き
る
こ
と
に

必
死
な
の
か
、
宗
教
に
関
心
な
く
好
き
勝
手
に
生
き
た
い
の
か
、
希
望
も
喜
び
も
な
く

虚
し
く
生
き
て
い
る
の
か
。 

「
祭
り
の
終
わ
り
の
大
い
な
る
日
に
、
イ
エ
ス
は
立
ち
上
が
り
、
大
き
な
声
で
言
わ

れ
た
。『
だ
れ
で
も
渇
い
て
い
る
な
ら
、
わ
た
し
の
も
と
に
来
て
飲
み
な
さ
い
。』」
（
ヨ

ハ
ネ
７
・37

）
と
叫
ば
れ
た
イ
エ
ス
様
の
心
情
を
思
い
見
ま
す
。
渇
き
を
感
じ
な
い
で

過
ご
す
人
ば
か
り
で
す
。
私
は
、
引
退
な
ど
と
て
も
で
き
ま
せ
ん
。 

 



1Co3:8 Now he who plants and he who 
waters are one, and each one will 
receive his own reward according to 
his own labor. 
 3:9 For we are God's fellow workers; 
you are God's field, you are God's 
building. 
 3:10 According to the grace of God 
which was given to me, as a wise 
master builder I have laid the 
foundation, and another builds on it. 
But let each one take heed how he 
builds on it. 
 3:11 For no other foundation can 
anyone lay than that which is laid, 
which is Jesus Christ. 
 3:12 Now if anyone builds on this 
foundation with gold, silver, 
precious stones, wood, hay, straw, 
 3:13 each one's work will become 
clear; for the Day will declare it, 
because it will be revealed by fire; 
and the fire will test each one's 
work, of what sort it is. 
 3:14 If anyone's work which he has 
built on it endures, he will receive 
a reward. 
 3:15 If anyone's work is burned, he 
will suffer loss; but he himself will 
be saved, yet so as through fire. 
 3:16 Do you not know that you are 
the temple of God and that the Spirit 
of God dwells in you? 
 3:17 If anyone defiles the temple of 
God, God will destroy him. For the 
temple of God is holy, which temple 
you are. 

Ⅰコリント 3:8 植える者と水を注ぐ者は一つとなって働き、それぞ

れ自分の労苦に応じて自分の報酬を受けるのです。 
3:9 私たちは神のために働く同労者であり、あなたがたは神の

畑、神の建物です。 
3:10 私は、自分に与えられた神の恵みによって、賢い建築家の

ように土台を据えました。ほかの人がその上に家を建てるので

す。しかし、どのように建てるかは、それぞれが注意しなければな

りません。 
3:11 だれも、すでに据えられている土台以外の物を据えることは

できないからです。その土台とはイエス・キリストです。 
3:12 だれかがこの土台の上に、金、銀、宝石、木、草、藁で家を

建てると、 
3:13 それぞれの働きは明らかになります。「その日」がそれを明る

みに出すのです。その日は火とともに現れ、この火が、それぞれ

の働きがどのようなものかを試すからです。 
3:14 だれかの建てた建物が残れば、その人は報いを受けます。 
3:15 だれかの建てた建物が焼ければ、その人は損害を受けます

が、その人自身は火の中をくぐるようにして助かります。 
3:16 あなたがたは、自分が神の宮であり、神の御霊が自分のうち

に住んでおられることを知らないのですか。 
3:17 もし、だれかが神の宮を壊すなら、神がその人を滅ぼされま

す。神の宮は聖なるものだからです。あなたがたは、その宮で

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  

主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 

２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒

しと喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 

３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉

仕という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立さ

れなければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 

４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々

を愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 

５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 

 
 

 

今 週 の 聖 書  


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



